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配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年12月期第1四半期の業績（平成22年1月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第1四半期 2,118 △28.5 326 64.9 304 63.3 148 34.3
21年12月期第1四半期 2,963 ― 197 ― 186 ― 110 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第1四半期 634.85 633.53
21年12月期第1四半期 466.90 466.05

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第1四半期 14,109 13,009 92.2 55,800.05
21年12月期 14,064 12,962 92.2 55,605.54

（参考） 自己資本   22年12月期第1四半期  13,009百万円 21年12月期  12,962百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 800.00 800.00
22年12月期 ―

22年12月期 
（予想）

0.00 ― 1,070.00 1,070.00

3.  平成22年12月期の業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

4,249 △19.1 351 70.7 353 79.0 176 ― 758.50

通期 9,480 △7.1 1,450 15.1 1,470 21.2 830 80.6 3,560.34
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期第1四半期 245,646株 21年12月期  245,624株

② 期末自己株式数 22年12月期第1四半期  12,500株 21年12月期  12,500株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年12月期第1四半期 233,129株 21年12月期第1四半期 236,003株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載した業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予
想数値と異なる可能性があります。 
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当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、欧米諸国を中心とした景気浮揚策や金融安定化策等によ

る海外景気の回復傾向を受け、輸出関連企業など一部業種には業績回復の兆しが見られました。しかしな

がら、依然として物価の下落傾向は止まらず、デフレによる経済回復の遅れが懸念される厳しい状況で推

移いたしました。 

 雇用情勢につきましては、2010年に入り完全失業率及び有効求人倍率は2009年より若干改善しているも

のの、本格的な回復には至っておりません。 

 このような状況の中、当社は従来の採用支援サービスに加え、2010年より本格開講した会員制ビジネス

教育講座「[en]カレッジ」の営業活動を強化いたしました。採用には慎重な企業も、既存社員のスキルア

ップにつながるサービスに対するニーズは高く、「[en]カレッジ」の受注は順調に推移いたしました。ま

た、助成金の活用により、新入社員向けセミナーを受講する企業が従来よりも多くなり、教育・評価事業

の売上高は前年同四半期比5.7％増となりました。 

 一方、中途・新卒ともに企業の採用意欲は力強い回復とはならなかったことから、採用関連事業は前年

同四半期を下回る結果となりました。 

 経費につきましては、オフィスの統廃合による地代家賃の減少や広告宣伝費・販売促進費の効率的な活

用、業務の効率化等により前年同四半期から大幅に削減いたしました。 

 その結果、当第１四半期会計期間の売上高は2,118百万円（前年同四半期比28.5％減）、営業利益は326

百万円（前年同四半期比64.9％増）、経常利益は304百万円（前年同四半期比63.3％増）、四半期純利益

は148百万円（前年同四半期比34.3％増）となりました。 

  

 
（注）1.売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。 

  2.中途採用関連事業、新卒採用関連事業における「その他」とは、適性テスト等であります。 

  

資産・負債及び純資産の状況 

当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ45百万円増加し、14,109百万円と

なりました。これは未収法人税及び未収消費税が減少したものの、現金及び預金が増加したことが主な

要因であります。 

 また、負債合計につきましては、前事業年度末に比べ1百万円減少し、1,100百万円となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

区分 

第10期 第11期 

自 平成21年１月１日 自 平成22年１月１日 

至 平成21年３月31日 至 平成22年３月31日 

売 上 高 構成比 売 上 高 構成比 

（千円） （％） （千円） （％） 

中途採用関連事業 

  [en]社会人の転職情報 1,086,863 36.7 956,525 45.2

  [en]転職コンサルタント 433,918 14.6 234,916 11.1

  [en]派遣のお仕事情報 773,450 26.1 449,013 21.2

  [en]本気のアルバイト 201,436 6.8 190,339 9.0

  その他 23,419 0.8 21,864 1.0

新卒採用関連事業 

  [en]学生の就職情報 366,449 12.4 184,088 8.7

  その他 40,967 1.4 43,173 2.0

教育・評価関連事業 36,835 1.2 38,943 1.8

合計 2,963,341 100.0 2,118,865 100.0

2. 財政状態に関する定性的情報
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これは未払金が減少したものの、賞与引当金が増加したことが主な要因であります。 

 純資産につきましては、前事業年度末に比べ46百万円増加し、13,009百万円となりました。これは、

配当金の支払いにより剰余金が減少したものの、その他有価証券評価差額金が増加したことが主な要因

であります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期会計期間における営業活動の結果増加した資金は、795百万円（前年同四半期は200百万

円の減少）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益260百万円、未収消費税等の減少266百万

円があったことなどが主な要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期会計期間における投資活動の結果使用した資金は、351百万円（前年同四半期比31.8％

減）となりました。これは、有形固定資産の取得による支出152百万円、無形固定資産の取得による支

出202百万円があったことなどが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期会計期間における財務活動の結果使用した資金は、170百万円（前年同四半期比87.0％

減）となりました。これは、配当金の支払額167百万円、リース債務の返済による支出3百万円があった

ことなどが主な要因であります。 

  

平成22年２月９日に公表いたしました第２四半期累計期間の業績予想を修正しております。修正の内容

につきましては、本日、別途公表をしております「第２四半期累計期間の業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

 尚、平成22年12月期通期業績予想の変更はありません。 

  

3. 業績予想に関する定性的情報
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一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前事業年度末の貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定してお

ります。 

  

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

  

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に、経営環境等かつ一時差異の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっており、前事業年度末以降に、経営環境等または一時

差異等の発生状況に著しい変化が認められる場合には、前事業年度末において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっておりま

す。 

  

該当事項はありません。 

  

  

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,688,220 6,214,449 

受取手形及び売掛金 924,300 980,393 

貯蔵品 9,560 9,125 

未収消費税等 － 266,184 

未収還付法人税等 852,947 1,042,661 

その他 273,324 207,523 

貸倒引当金 △5,417 △13,844 

流動資産合計 9,742,935 8,706,494 

固定資産   

有形固定資産 710,865 541,769 

無形固定資産 1,035,704 1,080,517 

投資その他の資産   

その他 2,651,833 3,761,263 

貸倒引当金 △31,766 △25,585 

投資その他の資産合計 2,620,066 3,735,678 

固定資産合計 4,366,636 5,357,965 

資産合計 14,109,572 14,064,460 

負債の部   

流動負債   

買掛金 29,014 38,226 

リース債務 13,425 12,190 

賞与引当金 186,294 78,969 

その他 855,738 956,896 

流動負債合計 1,084,473 1,086,282 

固定負債   

リース債務 15,539 15,191 

固定負債合計 15,539 15,191 

負債合計 1,100,012 1,101,473 

純資産の部   

株主資本   

資本金 968,724 968,495 

資本剰余金 1,435,289 1,435,060 

利益剰余金 12,417,337 12,455,834 

自己株式 △2,038,386 △2,038,386 

株主資本合計 12,782,964 12,821,003 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 226,595 141,982 

評価・換算差額等合計 226,595 141,982 

純資産合計 13,009,559 12,962,986 

負債純資産合計 14,109,572 14,064,460 
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(2)【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 

 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 2,963,341 2,118,865 

売上原価 548,828 403,939 

売上総利益 2,414,513 1,714,925 

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 764,739 502,370 

広告宣伝費 683,559 330,235 

その他 768,311 556,036 

販売費及び一般管理費合計 2,216,609 1,388,643 

営業利益 197,903 326,281 

営業外収益   

受取利息 9,468 4,775 

その他 7,128 8,295 

営業外収益合計 16,597 13,071 

営業外費用   

投資事業組合運用損 25,053 29,145 

その他 2,699 5,235 

営業外費用合計 27,753 34,381 

経常利益 186,747 304,972 

特別損失   

事務所移転費用 38 － 

訴訟関連損失 － 26,554 

投資有価証券評価損 － 17,877 

特別損失合計 38 44,432 

税引前四半期純利益 186,709 260,540 

法人税、住民税及び事業税 9,327 184,930 

法人税等調整額 67,192 △72,392 

法人税等合計 76,520 112,538 

四半期純利益 110,189 148,001 
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 

 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 186,709 260,540 

減価償却費 200,827 198,282 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,022 △2,245 

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,051 107,325 

受取利息及び受取配当金 △9,468 △4,775 

為替差損益（△は益） － △345 

投資事業組合運用損益（△は益） 25,053 29,145 

投資有価証券評価損益（△は益） － 17,877 

売上債権の増減額（△は増加） 703,217 56,093 

仕入債務の増減額（△は減少） △86,200 △9,211 

未払金の増減額（△は減少） △341,852 △49,011 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 15,891 267,478 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △303,985 △28,036 

その他の固定資産の増減額（△は増加） 20,888 △49,066 

小計 402,052 794,049 

利息及び配当金の受取額 4,545 1,578 

法人税等の支払額 △607,114 △315 

営業活動によるキャッシュ・フロー △200,517 795,312 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △32,648 △152,981 

無形固定資産の取得による支出 △94,280 △202,529 

投資有価証券の取得による支出 △387,500 － 

投資有価証券の売却による収入 － 3,408 

敷金及び保証金の回収による収入 － 1,000 

保険積立金の積立による支出 △1,105 － 

その他の支出 △12 △5 

その他の収入 697 87 

投資活動によるキャッシュ・フロー △514,850 △351,020 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 4,159 457 

自己株式の取得による支出 △484,629 － 

配当金の支払額 △828,267 △167,623 

リース債務の返済による支出 － △3,356 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,308,737 △170,522 

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 1 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,024,096 273,771 

現金及び現金同等物の期首残高 7,657,204 6,214,449 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,633,108 6,488,220 
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

６．その他の情報 

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(6) 重要な後発事象
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